
小樽市の取組① 中核校：小樽市立稲穂小学校
指定校：小樽市立花園小学校、小樽市立西陵中学校、小樽市立菁園中学校

「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた学校改善

取組

【デジタルドリルを活用した取組の様子と

即時データ化されたドリルの取組状況】

成果

(3) 学習指導の充実

◇ Google Workspace for Educationの活用
・各教科等の学習の際に、教師が準備したJamboardやスプレッド
シートに書き込むことで、思考を整理したりを深めたりする手立
てとして活用した。

◇デジタルドリルの活用
・課題機能の活用･･･教師からデジタルコンテンツを配付し、自力解決、
交流のツールとして活用した。

・ドリル機能の活用･･･習熟に向けた取組として各教科の問題を活用した。

デジタルドリルを活用したことに
より、全ての児童の取組状況を把握
できるとともに、ドリルの達成率や
解き直しの状況が即時データ化され
るため、児童の意欲を高めるだけで
なく、より効果的な支援ができるよ
うになった。



質の高い教育活動を持続的に行う働き方改革の実施

成果

取組

◇ 校務支援システムの導入
職員の出退勤、児童の学籍、児童の出席簿、通知表、指導要録を作成および管理、保

存することで効果的な活用になるよう取り組んだ。

(3) 業務の効率化に向けた取組の充実 ①

○校務支援システムを活用したこ
とにより、従来は手書きだった
出席簿がデータ入力して管理す
ることができるようになった。
また、担任以外も入力できるな
ど、出欠状況の把握・管理が容
易となった。

○通知表作成時に活用したデータ
を指導要録に反映させたことに
より、データによる保存が可能
となり、業務の改善が図られた。

【指導要録の出欠欄】
校務支援システムに出欠の状況を入力すると、
出席簿、通知表、指導要録等に自動で反映さ
れる。



○学級担任は朝、登校してきた児
童と教室で過ごす時間を確保で
きるようになった。

○連絡漏れが減少したとともに、
一貫した指導を図ることができ
た。

○見通しをもって業務を遂行でき
るようになった。

○データの貼付が可能なため、画
像やPDFファイルを即時に共有
できるようになった。

質の高い教育活動を持続的に行う働き方改革の実施

【デジタルノートを活用した情報共有】

成果

取組

◇デジタルノートソフトウェアを活用した情報共有
職員朝会の代わりとして、Office365のOneNoteというデジタルノートソフトウェアを

活用し、職員間で情報共有を図っている。

(3) 業務の効率化に向けた取組の充実 ②



質の高い教育活動を持続的に行う働き方改革の実施

【職員会議資料のデータ化】

成果

取組

◇ 会議資料のデータ化
紙面で印刷、提出、帳合、配付していた職員会議の資料を、校内サーバー内に

職員会議ファイルを作成し、PDFで一括集約した。

(3) 業務の効率化に向けた取組の充実 ③

会議資料の作成に要する時間が大幅に
削減され、他の業務に充てる時間を確保
できるようになった。


